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「ただいま」を・・・会社も家族も待っています

事故ゼロは、私達の誇りです

凍結路面
スピードを落とし、車間距離をとり、急ハンドルを控えましょう

■冬道走行時の注意事項■
□ 朝晩は気温が下がり、路面が凍結しやすくなります

山間部、平地を問わずスピードを落として走行しましょう。
□ ブラックアイスバーンなどの凍結路面では、

急ブレーキ、急ハンドルは禁物 慌てず焦らず走行しましょう。
□ 冬道では、夏場よりも停止距離が伸びるので

車間距離をしっっかり保って運転しましょう。
□ 冬道は、目的地まで時間が予想以上にかかってしまうこともあることから

時間と心に余裕をもった運転に心掛けましょう

《薄暮・夜間の事故防止》
日没の前後１時間 交通死亡事故が多発

《飲酒運転だけじゃない こんな行為もダメ 》

○ 飲酒運転している人の車両に乗る行為
○ 飲酒運転をするおそれのある人に酒類を提供する行為

⇒酒酔い ３年以下の懲役、または50万円以下の罰金
⇒酒気帯び ２年以下の懲役、または30万円以下の罰金

○ 飲酒運転をするおそれのある人に車両を提供する行為
⇒酒酔い ５年以下の懲役、または100万円以下の罰金
⇒酒気帯び ３年以下の懲役、または50万円以下の罰金

踏切事故 列車と乗用車が衝突
けが人は無し

◇踏切手前、スリップしやすいので、早めのブレーキ◇
２０２１／１２／２０（月） １７：２５

２０日正午過ぎ、宮城県の踏切で普通列車と乗用車が衝突しました。列車は２両編成で乗客約３０人が乗っていま
したが、けが人はいませんでした。また、乗用車を運転していた７０代の男性にもけがはありませんでした。警察
によりますと、踏切で列車の通過を待っていた乗用車の前方が遮断機を越えていて、走ってきた列車と衝突した
とみられるということです。乗客らは１時間半ほど車内にとどまった後、職員に誘導されて線路に降り、ＪＲが用
意したバスに乗り換えて移動しました。事故の影響で一部区間で４時間ほど運転を見合わせました。

トンネル内 トラックなど3台追突
2人がケガ 一部区間で通行止め

◇『トンネル内』･･･凍結しているかもしれない、『スピードダウン』と、『車間距離』◇
２０２１／１２／２０（月） １７：１３

２０日午後３時半すぎ、岐阜県のトンネル内でトラックなど３台が絡む追突事故が起きていて、２人がケガをして
いるということですが、いずれも軽傷とみられています。

乗用車が対向車線にはみ出し
トラックと正面衝突
乗用車の4人、重軽傷

◇目がかゆいは眠気のサイン 運転時の休憩は２時間ごとに◇
◇2時間走行、15分休憩 守ろう 自分の命、他人の命◇

２０２１／１２／２０（月） １７：４２
２０日午前６時半ごろ、千葉県の県道で、２０代の男子大学生３人が乗る乗用車が対向車線にはみ出し、中型トラッ

クと正面衝突した。この事故で、乗用車の後部座席に乗っていた男子大学生が、頭の骨を折るなど、あわせて４
人が重軽傷。警察は、車を運転していた男子大学生が、居眠りをしていた可能性もあるとみて、事故の原因を調
べている。


